
細谷・上戸祭地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 細谷・上戸祭地域生活支援協議会 

 
設置年月日 

令和３年４月２９日 

（現体制：令和４年６月） 
開催頻度 １２回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 ○ 自 治 会 連 合 会 ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
〇 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（             ） 

 設置方式 

 
〇 新規設置  既存会議活用（       ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成２８年～ 

地域ビジョン策定作業「未来につなげよう～プロジェクト」を通して，高齢者を支え

る地域づくりについて検討（平成３０年３月 地域ビジョン策定） 

 

平成３０年 ９月～

まちづくり協議会分野別専門委員会全体会議 

 → 地域ビジョンにおける専門委員会（健康福祉分野）において，「高齢者もい

きいきと暮らせるまちづくり」をテーマに，アクションプランを作成 

 

 令和２年 １月 

まちづくり協議会理事会 

→ 令和２年度にまちづくり協議会内に協議体設置に向けて準備組織を設置する

ことを決定 

 

     ８月 

介護予防等生活支援特別委員会を発足 

→ 地域ビジョンアクションプラン分野別実行委員会として，第２層協議体設置

に向けた検討を開始 

 
～令和３年 ３月 

地域包括ケアシステムや第２層協議体に係る勉強会 

→ 災害時要援護者支援制度，生活支援制度について取組の方向性を検討 

 
令和３年 ４月 

まちづくり協議会総会 

 → 「介護予防等生活支援特別委員会」を第２層協議体と位置付けた。 

 
令和４年 ６月 

災害時要援護者支援制度，生活支援制度の実施に向け，新組織を発足 

まちづくり協議会介護予防等生活支援特別委員会 ⇒ 生活支援協議会（独立） 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 災害時要援護者支援制度の検討を通した見守り対象者の整理

・ 生活支援制度の構築に向けた検討・意見交換を通して地域の

高齢者の困り事の整理 

 

支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 災害時要援護者名簿の更新 

・ 災害時要援護者支援制度の周知 

・ 生活支援制度（有償ボランティア）の実施 
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Ⅱ 取組事例 

 【災害時要援護者支援制度を活用した見守り体制の強化】 

�

 【自治会回覧用チラシなど】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 ・ 名簿の更新作業を行ったことにより，高齢者の現状を改めて把握できた。 

・ 要支援者に対して平常時の見守りを行うことにより，地区全体の見守り体制の強化に繋がる。 

�

 【有償ボランティアの検討・実施】�

� 有償ボランティアの実施に向けた検討を行い，支援制度の運用基準やパンフレット，関連帳票等を作

成。令和４年９月よりボランティア活動を開始した。 

【支援制度周知パンフレット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果（検討中の場合は，期待する効果） 

・ 高齢者等の日常生活における困りごとに対する支援を行うことにより，地域ぐるみで助け合う意識

が生まれ，地域の繋がりを深めることができる。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

・ 具体的な地域課題に対応する組織体制とすることで，より実効性のある取組の創出に向けた検討ができ

た。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 災害時要援護者支援制度を活用した平常時の要支援者に対する見守りの運用 

・ 生活支援ボランティアの更なる充実に向けた検討 

◆ 対 象： ７５歳以上一人暮らし高齢者 

７５歳以上のみの世帯の方 

障がいのある方  

一人暮らしで，急な病気・事故などで支援を希望される方

◆ 内 容： 植木等の剪定・除草作業，大工作業，片付け作業， 

買い物代行，ゴミ出し，家庭菜園・花壇の作業， 

照明器具等の交換，話し相手など 

◆ 受 付： 各自治会 

◆ 料 金： １００～１，０００円 

（作業時間や自治会加入の有無による） 

※ ボランティアに対してはポイントを支給 

 災害時要援護者支援制度の

運用に向け，現状の名簿の整理

及び未登録者に向けた周知等

について検討を行った。自治会

回覧用チラシのほか，要支援者

向けパンフレットを作成・配

布。今後は，１年に１回，台帳

更新を行っていく予定。 

また，災害時要援護者の通常

時の見守り体制について検討

を行った。 
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瑞穂野地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 瑞穂野地区福祉のまちづくり推進委員会（ふくまち委員会） 

 
設置年月日 令和２年８月３日 開催頻度 

３回／年（全体会） 

２回／年（部会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会

 
○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ◎ その他（育成会，体育協会等） 

 設置方式 

 
 新規設置 ○

既存会議活用（瑞穂野地区福祉のまちづくり推進委員会） 

※ 「瑞穂野地区福祉のまちづくり計画」に基づ

き，福祉のまちづくりを推進する会議 

 地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成２８年 ８月 

「瑞穂野地区福祉のまちづくり計画策定推進委員会」設置 

（メンバー：自治会連合会，地区社協，まち協，民児協，市社協等） 

 平成２９年 ７月 計画策定に向けた住民アンケートの実施 

       ８月 計画策定に向けた「住民座談会」の実施 

 平成３０年 ２月 計画策定に向けた「福祉マップ」の作成 

 
     ０３月 「瑞穂野地区福祉のまちづくり計画」策定 

 
      ６月 「瑞穂野地区福祉のまちづくり推進委員会」設置 

 
令和 元年 ６月 

福祉のまちづくり推進委員会（メンバー：計画策定推進委員会と同様） 

→ 第２層協議体の取組について，共通理解を図った。 

 
令和 ２年 ６月 

瑞穂野地区地域包括ケアシステム検討会議（出席者：まち協，地区社協，ふくまち委員会，市社協等）

 → 委員会を第２層協議体として位置付けることについて合意形成 

 
      ８月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センター及び各地域団体からの活動報告や情

報提供 

・ 福祉のまちづくり計画策定にあたり実施したアンケート調

査や住民座談会結果，福祉マップの活用 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ ３部会を中心とした取組の検討 

⇒ あいさつ運動，地域内交通の利用促進の検討や，「相談窓

口カード」の作成，地域の居場所づくり 
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Ⅱ 取組事例 

 【「オール瑞穂野」の組織運営】 

�

 内 容： 福祉のまちづくり計画に基づき，あいさつ運動を通じた地域のつながりづくりや居場所づく

りなどの取組を３部会において具体的に検討し，各地域団体の協力を得て，「オール瑞穂野」

の精神で地域福祉の向上に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

 【あいさつ運動の推進・身近な相談窓口の紹介】�

� 内 容： 生活や交流の基本となる“あいさつ”を推進し，身近な地域での交流を深め，世代を越えた

繋がりを強化することを目的に，のぼり旗や横断幕を活用した「あいさつ運動」を展開。 

     また，困った時に主に瑞穂野地区内で相談できる窓口をまとめた「『暮らし』と『福祉』の

相談窓口カード」を作成し，全世帯に配布。 

【好事例の一例】 

 

  

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

地区内の小中学校等関係機関との連携を強化することにより，世代を越えた交流の活性化や、福祉の

まちづくりの推進につながる。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

まち協や自治会などの各種地域団体や，小・中学校や福祉施設など，多様な関係者が関わり，地域の課題や

取組について議論を行う場ができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

 世代間交流や居場所づくり，きめ細かい見守り活動の推進など，部会を中心とした取組の検討・実施 

① あいさつ運動の標語を募集し，そ

の中から選ばれた標語を掲載した横

断幕とのぼり旗を作成。地区市民セ

ンターやイベント時に掲げてあいさ

つ運動を推進。 

② 警察や消防，地域の施設，デマンド交通の電話番号

等，生活に役立つ地域情報をまとめた「『暮らし』と

『福祉』の相談窓口カード」を作成し，全世帯及びイ

ベントで配布。 
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瑞穂野地区福祉のまちづくり推進委員会 規約 

 （趣旨） 

第１条 この規約は，瑞穂野地区福祉のまちづくり計画（以下「計画」という。）

に基づき福祉のまちづくりを推進する組織の名称，組織及び運営について必

要な事項を定めるものとする。 

 （名称） 

第２条 推進組織の名称は，瑞穂野地区福祉のまちづくり推進委員会（以下「委

員会」という。）とする。 

 （事務所） 

第３条 委員会の事務所は，宇都宮市下桑島町１０３０番地１ 宇都宮市瑞穂

野地区市民センターに置く。 

 （目的） 

第４条 委員会は，計画に基づき，瑞穂野地区の住民がお互いに助けあい，支

えあう福祉のまちづくりを推進することを目的とする。 

 （実施事業） 

第５条 委員会は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。 

   計画に掲げる次の基本目標に関する各施策の推進 

  ア 基本目標１「福祉のこころをはぐくむ人づくり」 

  イ 基本目標２「安心して暮らせる福祉の基盤づくり」 

  ウ 基本目標３「共に支え合う地域社会づくり」 

   計画の進捗状況の確認及び評価並びに活動内容の改善 

 （組織） 

第６条 委員会は，瑞穂野地区全体で福祉のまちづくりを推進するため，次に

揚げる者を委員として組織する。 

   瑞穂野地区の各自治会及び各種団体の構成員のうち，瑞穂野地区社会福

祉協議会会長（以下「地区社協会長」という。）から委嘱された者 

   計画の趣旨に賛同し，その推進に協力できる者のうち，地区社協会長か

ら委嘱された者 

２ 委員会に顧問として地区社協会長を置くことができる。 
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３ 委員会にオブザーバーとして瑞穂野地区まちづくり協議会会長及び宇都宮

市社会福祉協議会職員を置くことができる。 

 （委員長及び副委員長） 

第７条 委員会に委員長及び副委員長３名を置き，委員がこれを互選する。 

２ 委員長は，会務を統括する。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき又は委員長が欠けた

ときは，その職務を代行する。 

 （委員会の開催） 

第８条 委員会は，四半期ごとに定例会を開催する。また，必要に応じて臨時

会を開催することができる。 

２ 委員会は，委員長が招集し，議長を務める。 

 （役員会） 

第９条 委員会に役員会を置き，組織運営のために必要な事務を行う。 

２ 役員会は，委員長，副委員長及び次に掲げる者を役員として組織する。 

   事務局長 １名 

   書記   １名 

   会計   １名 

３ 役員（委員長及び副委員長を除く。）は，委員長が委員の中から指名する。 

４ 役員会は，必要に応じて委員長が招集し，議長を務める。 

 （部会） 

第１０条 委員会に次に掲げる部会を置き，計画推進のために必要な取組を実

施する。 

   人づくり部会 

   基盤づくり部会 

   地域づくり部会 

２ 委員（役員を除く。）は，前項各号のいずれかの部会に所属するものとし，

各委員の所属部会は，役員会において決定する。 

３ 第１項各号に規定する部会にそれぞれ部会長及び副部会長１名を置き，各

部会の部会員がこれを互選する。 
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４ 部会は，必要に応じて部会長が招集し，議長を務める。 

５ 副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故あるとき又は部会長が欠けた

ときは，その職務を代行する。 

 （任期等） 

第１１条 委員の任期は，２年とする。ただし，再任は妨げない。 

２ 補欠のため就任した委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

 （委任） 

第１２条 この規約に定めるもののほか，委員会の組織及び運営について必要

な事項は，委員会が定める。 

   附 則 

 この規約は，平成３０年６月２７日から適用する。 

－136－



－137－



 

緑が丘地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 地域福祉連携会議 

 設置年月日 平成３０年４月５日 開催頻度 ６回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会  ○ 地区社会福祉協議会  

○ 老人クラブ連合会  福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会   第２層生活支援コーディネーター  

 
 市社会福祉協議会 ◎ 地域包括支援センター  その他（        ） 

 設置方式 

 
 新規設置  既存会議活用（         ） ○ 地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時期 内容 

 
平成２９年 ８月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，単位自治会，老人クラブ，民生委員，包括等）

→ 地域包括ケアシステムの概要について共通理解を図った。 

 
平成２９年１１月 

民児協会議 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体の取組について共通理解を図った。 

 

平成３０年 １月 

勉強会（参加者：自治会連合会，民児協，包括等） 

→ 第２層協議体について理解を深めるとともに，今後の進め方について意見交換

を行った。 

 

２月 

地域ケア会議 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体について理解を深め，地域の課題と解決

策について検討を行った。 

 ⇒ 第２層協議体設置（地域ケア会議活用型）について合意形成 

 
４月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各自治会長が取組内容を発表し，意見交換 

・ 地域の事例を紹介し，グループワークで意見交換 

・ 地域福祉アンケート調査を実施 

→ アンケート調査集計後，民生委員が支援希望者宅に聞

き取り調査 

 支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 双葉１丁目自治会における生活支援ボランティア（訪問型

サービスＢ）について実施状況を共有，課題について検討 

 
その他 

・ 地区内の社会資源の一覧を民生委員が訪問時に配付，説明 

  → 継続して地域住民への配布を検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【支え合いづくりアンケート調査】 

�

 経 緯： 平成３０年 ６月 アンケート調査に向けて意見交換 

     平成３０年 ８月 アンケート調査実施 

     平成３０年 ９月 アンケート調査の結果報告及び情報共有 

     平成３１年 2～3 月 民生委員がアンケート調査の支援希望者宅へ 

             聞き取り調査を実施 

     平成３１年 ４月 聞き取り調査結果報告 

     平成３１年 ６月 アンケート・聞き取り調査の結果から，今後の 

             支援方法を検討 

対 象： ６５歳以上一人暮らし高齢者 

内 容：・ 民生委員が対象世帯宅に訪問し，日常生活の困りごとを調査 

（困りごとの有無，具体的な困りごと，支援の希望の有無，さらに支援側としての有無等） 

    ・ 民生委員がアンケート調査で支援希望者を対象に，具体的に受けたいサービスを訪問調査

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 地域における高齢者の課題の把握とともに，支援の担い手についても把握することができた。  

�

 【訪問型サービスＢの地域全体での運営】 

� 単位自治会（双葉１丁目自治会）を中心に運営していた「訪問型サービスＢ※」を，令和４年６月より

地域全体（連合自治会圏域）で運営する体制に移行。支援者を新たに募集し，緑が丘地区全体で９３名

が登録された。 

※ 介護保険法に位置づけられたサービスで，自治会等の地域住民主体により，高齢者の生活支援を行うも

の（宇都宮市補助事業） 

 

＜サービスの概要＞ 

名 称： 緑が丘地域ふれあいセンター 

実施主体： 緑が丘まちづくり協議会 

対 象： ６５歳以上 

① 要支援認定者及び 

チェックリスト該当者 

     ② 緑が丘地区の自治会員 

サービス内容： 地域包括支援センターが作成したケアプランに基づき，定期的に生活援助を実施 

【基本サービス】草取り，ごみ出し，掃除 

【その他】傾聴，新聞朗読，買い物，電球交換，散歩同行等 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

高齢化が進む地域において今後ますます重要になってくるサービスであり，地域全体で取り組む必要

があることを意識してもらうことができた。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

・ 地域の事例をグループで検討することにより，各団体の活動や地域の現状を把握できた。 

・ 各団体の活動内容を把握することにより，協議体の各支援に適したメンバーで活動が行えた。 

Ⅳ 今後の方向性 

地域の現状（事例紹介，訪問型サービスＢの利用状況）について情報共有をしながら，課題を抽出し，解

決策の検討を進める。 
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宮の原地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 宮の原地区共生会議 

 設置年月日 令和元年７月２２日 開催頻度 ８～１０回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ◎ 地区社会福祉協議会 

○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（                  ） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 

平成３０年 ６月 

共生会議（仮称）（出席者：まち協，自治会連合会，自治会長，民生委員，福祉協力員等）

→ 地区内全自治会を対象とした説明会を実施し，地域包括ケアシステムや第２層

協議体について共通理解を図るとともに，見守り活動の体制づくりについて検討

を行った。 

※ 地区内を３ブロックに分けて，ブロックごとに会議を開催 

 

     １０月 

共生会議（仮称） 

→ 単位自治会ごとの具体的な活動内容や見守り対象者を整理 

※ 地区内を３ブロックに分けて，ブロックごとに会議を開催 

 
令和 元年 ７月 

共生会議 
→ 第２層協議体について，アンケート調査の検討 

⇒ 共生会議を第２層協議体として位置づけることについて合意形成を図った。 

 
  〃 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターや各地域団体からの活動報告，民生委

員からの情報提供 

・ 高齢者の困りごとに関するアンケート調査の実施 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ アンケート結果を踏まえた支えあい活動の創出に向けた検討

・ 単位自治会が中心となった見守り活動 
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Ⅱ 取組事例 

 【地域における見守り体制の整備】 

�

 経 緯：令和３年６～７月 民生委員，福祉協力員と連携した，連合自治会を中心とする見守り活動の

今後の方向性について検討 

             ⇒ 後期高齢者に対する年２回程度の訪問実施を決定 

          ８月 単位自治会における見守り活動実行部隊「宮の原地区高齢者見守りの会」

を設立 

      １１～１２月 訪問活動実施（１回目） 

             ※ 対象者：１７４名／１４自治会 

    令和４年６～７月 訪問活動実施（２回目） 

             ※ 対象者：１９２名／１４自治会 

      １１～１２月 訪問活動実施（３回目） 

             ※ 対象者：２６９名／１４自治会 

 

対 象： ① 一人暮らし後期高齢者世帯（７５歳以上） 

② その他，一人暮らし・二人暮らし高齢者世帯などの見守りを要する高齢者 

※ ②については，令和４年６～７月以降随時追加 

 

活動計画： 各自治会にて年２回訪問実施（６～７月，１１～１２月） 

     ※ ２人以上にて訪問を行う。 

 

内 容： 生活に必要な品（ティッシュペーパー等）を持参し，雑談等を行う。 

     ※ 上記持参物については，宮の原地区共生会議（第２層協議体）にて用意 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 ・ 高齢者に対する見守り活動を行うことにより，高齢者と地域住民における向こう三軒両隣りの絆を

強く深め，高齢者と密な関係を築くきっかけができた。 

・ 単位自治会と連携することにより，地域ぐるみで見守りを行う体制を構築することができた。 

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

 単位自治会を中心とした見守り活動について，地区全体で集約・共有する仕組みができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

 宮の原地区全自治会における後期高齢者への見守り活動実施 
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御幸ヶ原地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 御幸ヶ原地区支え合い協議会 

 設置年月日 令和２年８月１日 開催頻度 ３回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ◎ 地区社会福祉協議会 

○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（         ） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 

平成３０年 ６月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，単位自治会，民児協，地区社協，老人クラブ，市社協等）  

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体について共通理解を図るとともに，各

地域団体の活動における課題について情報共有を行った。 

 

平成３１年 ３月 

地区社協，民児協合同会議 

→ 地域包括ケアシステム，地域の支え合いについて理解を深めるとともに，一

人暮らし高齢者の見守りについて検討を行った。 

 
令和 ２年 ４月 

自治会長会議 

→ 第２層協議体設置要件，委託契約の手続き等について共通認識を図った。 

 
      ７月 

自治会長会議 

 → 第２層協議体設置について合意形成を図った。 

 
      ８月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターや各地域団体からの活動報告，民生委

員からの情報提供 

・ 各団体間の意見交換 

・ アンケート調査について検討 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ アンケート結果を踏まえた，支え合い活動の検討 

・ 民生委員，福祉協力員の見守り活動の連携及び充実に向けた

検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【課題についての意見交換】 

�

 第２層協議体で取り組んでいきたいテーマについて意見交換を行った。 

内 容： ① 各メンバー３項目程度，現時点で課題として感じていることや，今後検討したい内容を

付箋に記入 

② 付箋を模造紙に貼り，内容によりグループ分けした上で，意見交換を行った。 

＜主な意見＞ 

・ アンケート調査の実施について 

・ 見守りが必要な人の把握 

・ 高齢者の方が集まれる場所が少ない 

・ 地域内交通や買い物支援が必要 

・ 福祉マップの作成 

・ 若い世代の担い手の確保 

・ 地域住民へのＰＲ，支え合いについての 

理解を深めてもらう 等 

 

⇒ 「地域の現状や具体的な課題を把握するためアンケート調査を実施すべき」との意見を集約 

 

⇒ 各団体間で情報共有を行うとともに，アンケート調査を行うことにより，地域の実情に即した課

題を集約し，地域に必要な取組を検討していくこととした。 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 ・ 各地域団体において日頃感じている課題について，情報共有することができた。 

・ アンケート調査以外にも，今後第２層協議体で取り組んでいきたい内容について，議論することが

できた。 

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

協議体の取組に向けた意見交換を行うことにより，各地域団体の活動における課題を共有でき，地区全体の

課題を把握することの重要性を再認識できた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ アンケート調査を実施し，地区全体の課題や具体的な高齢者の困りごとについて把握を行う。 

・ アンケート結果を踏まえ，協議体における取組について検討を進める。 

 

【メンバーの意見を模造紙に貼り，グループ分け】
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明保地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 
名   称 明保地区「支え合い体

たい

」 

 
設置年月日 

平成３０年１０月６日 

(現体制：令和４年７月)
開催頻度 

４回／年（全体会） 

４回／年（見守り活動員連絡会）

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（ボランティアクラブ） 

 設置方式 

 ○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 平成２４年 ３月 第２層協議体「支え合い体」の母体となる「高齢者見守り安心ネットワーク」を構築 

 
平成３０年 ６月 

説明会（参加者：まち協，老人クラブ，民児協，地区社協，単位自治会長等） 

→ 第２層協議体について共通理解を図り，今後の取組について検討を行った。 

 

〃 

地域ケア会議 

→ 地域包括ケアシステムについて理解を深め，協議体設置に向け検討していく

ことについて共通認識を図った。 

 
      ８月 

打合せ（メンバー：まち協，地区社協，民児協，自治会連合会，福祉協力員連絡会，ボランティアクラブ等）  

→ 第２層協議体設置について合意形成を図った。 

 
１０月 第２層協議体「支え合い体」設置 

 
令和 ３年１１月 

地区社協が「高齢者見守り活動」を明保地区明るいまちづくり協議会と共に「地域

共生社会推進事業」として取り組むこととした。 

 
令和 ４年 ７月 

これまでの組織体制を見直し，「高齢者見守り活動」をより一層の活性化及び目に見

える具体的実践活動として推進することを目指して新体制を発足 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターや各地域団体からの活動報告，民生委

員からの情報提供 

・ 地区内のサロン，クラブ及びサークルを一覧にまとめ，周知

・ 日常生活の困りごとについてアンケートを実施 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 「明保地区高齢者見守り安心ネットワーク」の充実に向けた

検討 

・ 見守り活動における個人情報の取扱いについて議論 

 
その他 ・ 広報誌等を活用した，協議体活動の周知について検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【「地域ぐるみ」で話し合う支え合いの仕組みづくり】 

�

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

 【「明保地区高齢者見守り安心ネットワーク」の充実に向けた検討】�

� 経 緯：平成２４年 １月～ 民生委員，福祉協力員等を中心に見守り活動を開始 

    令和 ２年 １月  マニュアルの見直し及び名簿の更新について検討 

内 容：見守り体制，訪問調査の方法，緊急時の対応フローなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

見守りが必要な高齢者の継続的な把握や，地域の実情に応じた見守りの方法を随時検討していくこと

により，見守り活動の更なる充実につながった。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

コロナ禍において，高齢者への見守り活動は、従来に増してその必要性が求められているということや，目

に見える具体的活動としての共通認識を図ることができた。また，体制を整理することにより，「支え合い体」

の目的・役割等について理解浸透を図ることができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 新組織体制による「支え合い体」の活動の定着化及び継続的な実施 

・ 見守り活動により高齢者の生活困難状況の実態を把握し，困っている方へ支え合いの手を差し伸べられる 

ような「生活支援の仕組みづくり」の検討 

明保地区明るいまちづくり協議会と明保地

区社会福祉協議会が連携。 

 見守り活動における問題点・課題に対する

対応策の検討や支え合いの仕組みづくりを行

う「全体会」（明保地区明るいまちづくり協議

会が事務局）と，見守り活動の情報共有等を

行う「見守り活動員連絡会」（明保地区社会福

祉協議会）を設置し，地域ぐるみで高齢者を

支える仕組みづくりに向けた検討を行ってい

る。 

【マニュアル】 【周知用チラシ】 【対応フロー図】 
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簗瀬地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 福祉推進協議体 

 設置年月日 令和元年９月５日 開催頻度 ４回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ○ まちづくり協議会 ◎ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会  

 老人クラブ連合会 ◎ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター  

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（地域サポーター） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（           ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時期 内容 

 
平成２９年 

   ～３０年 

地域ケア会議（メンバー：単位自治会長，民児協，福祉協力員等） 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体等について，単位自治会ごとに共通理解を

図り，地域の良いところや課題について意見交換を行った。 

 
平成３０年９月 

地域ケア会議（全体会）（メンバー：自治会連合会，単位自治会，民児協，福祉協力員連絡会，給食ボランティア等）

→ 他地区の取組事例を参考に，地域の支え合い活動について理解を深めた。 

 
令和 元年９月 連合自治会が中心となり，第２層協議体の設置について合意形成 

 
〃 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各地域団体からの情報提供 

・ 各地域団体から得た情報をもとに，意見交換を行うことによ

り，地域の課題を把握 

 支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 安心・安全情報キットの更新・運用方法の見直し 

・ 空き家等を活用した居場所づくりの検討 

 
その他 ・ 福祉協力員の増員の検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【安心・安全キットの再配付】 

�

 経 緯： 令和元年１０月 キットの配付対象者や優先順位について意見交換 

         １１月 自治会長・民生委員・福祉協力員が連携して配付を行うことで合意 

     令和２年 ２月 配付の際にキットの説明を一人ひとりに丁寧に行うことを確認 

         １１月 キットの配付を通して，見守り対象者の把握も検討 

※ 令和２年４月から配付を開始し，サロンの参加者にもその場で名簿に記入してもらうなど，対象

者拡大に努めている。 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 
 再配付し情報の更新等を行うことで，緊急時の適切な対応に繋がる。 

 

 【「地域に根差した」運営体制の構築】 

�

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

各地域団体間での情報共有を通し，地域の課題を把握することができ，地域で高齢者が安心して暮らし続け

るための具体的な取組に向けた意見交換ができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 空き家等を活用した居場所づくりの検討 

・ 高齢者の居場所から発展させ，地域食堂や買い物のできる場所，避難所など，地域の人々が集まることが

できる場所にする。 

・ 若い世代を含めた福祉協力員及び地域サポーターの増員に向けた検討を行う。 

 

福祉協力員，民生委員，地域サ

ポーターなど，地域に根差した活

動を担い，地域情報に詳しいメン

バーが多く参加することで，地域

の最新の状況について情報共有し

ながら活動の方針を検討できる体

制としている。 
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陽光地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 陽光地区ささえあい会議 

 
設置年月日 令和２年４月１日 開催頻度 

３回／年（全体会） 

３回／年（単位自治会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 連 合 自 治 会 ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

 
○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（地域ビジョン福祉部会） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成３０年 

   ～ 令和元年 

連合自治会が中心となり，各単位自治会に「福祉専門部会※」を設置 

 ※ 単位自治会において，自治会長，民生委員，福祉協力員等で構成し，高齢者

をはじめとした福祉的な課題について検討する組織 

 
令和元年５月 まちづくり協議会に「福祉部会」を設置 

 
令和２年３月 

自治会長会議 

→ 第２層協議体を新規に設置することについて合意形成 

 
    ４月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターや各地域団体からの活動報告，情報 

提供 

・ 高齢者の困りごとに関するアンケート調査の実施 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）
・ アンケート調査結果を踏まえた生活支援サービスの検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【自治会「福祉専門部」を中心とした協議体運営】 

�

 内 容： 単位自治会の「福祉専門部」においては，自治会圏域の課題の把握や取組の検討を行い，「全

体会」においては，陽光地区全域における課題の把握や取組方針の検討や自治会への周知等を

行うことにより，地域ぐるみの活動を行う体制としている。 

 

【陽光地区ささえあい会議の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

 【高齢者の困りごとに関するアンケート調査の実施】�

� 対 象： ６５歳以上の自治会員 

内 容： 日常生活上の困りごと（ごみ出しや掃除など）や，支援の担い手について把握するもの 

方 法： 単位自治会毎に，回覧等により配布，回収 

 

【アンケート結果の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

地域課題や担い手について把握することができた。また，第２層協議体の活動の周知につながった。

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

単位自治会を中心とした組織とすることにより，地域情報の集約や共有，単位自治会の取組の集約や，地域

ぐるみによる取組の検討を行うことができるようになった。  

Ⅳ 今後の方向性 

・ アンケート調査結果を活用し，生活支援サービス（ボランティア活動）の検討を行う。 

・ 各自治会における「福祉専門部」を継続的に開催するとともに，地域ケア会議との連携による課題の把握

を行いながら，支え合い活動の創出に向けた検討を進める。 

・ 若い世代を含めた，担い手となる人材の確保及び充実に向けた検討を行う。 

・ 単位自治会ごとのコーディネーターの設置に向けた検討を行う。 

－157－



－158－



－159－



－160－



－161－



 

陽東地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 陽東地区まちづくり協議会 陽東地域支え愛会 

 
設置年月日 平成３０年１２月１９日 開催頻度 

６回／年（全体会） 

３～６回／年（単位自治会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 〇 地区社会福祉協議会  

○ 老人クラブ連合会 ○ 福 祉 協 力 員   健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター  

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（        ） 

 設置方式 

 
 新規設置  既存会議活用（         ） ○ 地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成１２年頃～ 見守り活動会議の取組開始 

 
平成２７年８月 生活支援ボランティア「お助け隊」を結成（陽東地区社協） 

 
平成２９年１０月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，まち協，地区社協，民児協，老人クラブ，社会福祉法人等）

→ 第２層協議体，地域における支え合い活動について共通理解を図った。 

 
平成３０年１２月 

地域ケア会議 

→ 地域ケア会議を第２層協議体として位置付けることについて合意形成 

 
    〃 第２層協議体設置 

 
令和 ２年 ４月 

まちづくり協議会に「陽東地域支え愛会」を設置し，当会議が第２層協議体の役割を

担うこととした（「地域ケア会議活用型」から「新規設置型」へ移行した。） 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各団体からの活動報告 

・ 地域包括支援センターや民生委員からの情報提供 

・ 地域ビジョン策定にあたりアンケート調査を実施 

 

支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

【見守り活動】 

・ 見守りチェックリスト（地区独自）の作成 

・ ＳＯＳ連絡票の周知及び活用に向けた検討 

【居場所づくり】 

・ 「ふれあい食事会」，「おもいやり食堂」の充実に向けた検討

【生活支援ボランティア】 

・ 無償ボランティア「お手伝い隊」の充実に向けた検討 

 
その他 

・ 陽東支え愛会だよりの発行 

・ 健康づくりマップの作成 
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Ⅱ 取組事例 

 【無償ボランティア「お手伝い隊」の充実に向けた検討】�

�

 地区社協が中心となり実施してきた無償ボランティア「お手伝い隊」について「陽東支え愛会だより」

により活動報告を行うとともに，課題への対応策や利用促進に向けた検討を行っている。 

 

【「お手伝い隊」の概要】 

主 体： 陽東地区社会福祉協議会 

対 象： 一人暮らし高齢者，老々世帯，障がいのある方 

内 容：  資源物の回収,買い物,電球交換,草刈り枝切り,傾聴等 

費 用：  原則，無料 

       ※ 資材や運搬費などの実費は有料 

担い手： 回覧により随時募集 

 

 

 

 効果 

 支援活動を通じて，支援が必要な高齢者の状況の把握を行うとともに，周知活動を通じて，担い手の

増加に繋がった。 

�

 【陽東地区「健康づくりマップ」の作成】�

�  地域住民の主体的な健康づくりを目的とし，介護予防に役立つ地域資源を「見える化」した「健康づ

くりマップ」を作成した。 

【経緯】 

令和元年 ８月 介護予防に役立つ情報，ウォーキングコース・通いの場等の掲載内容について検討 

    １０月 掲載内容の確認及びレイアウト等の整理 

    １２月 陽東地区広報誌に掲載 

【掲載内容】 

 サロンやサークル・クラブ活動，通いの場など 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 介護予防に役立つ地域資源について，広く情報提供を行うことにより，地域住民が主体的な健康づく

りを継続していくための啓発を行うことができた。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

・ 各地域団体の活動を報告することにより，地域の福祉活動の状況を共有し，課題を把握することができた。

・ 「健康マップ」や「思いやり食堂」など，地域のニーズに応じた取組の創出につながった。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 見守り活動，生活支援ボランティア等の既存の取組の継続的な実施 

・ 引き続き，各団体の活動報告及び問題点を共有することにより，課題を抽出し，新たな支援を検討 

  （災害時の要援護者の具体的な支援方法，若い世代の担い手の発掘，世代を超えた交流等） 

【陽東支え愛会だより】 

【健康づくりマップ】 
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陽南地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 陽南地区支え合い委員会 

 
設置年月日 令和２年１１月１８日 開催頻度 

３回／年（全体会） 

１２回／年（常任理事会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

 
○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（自主防災会，婦人防火クラブ） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成３０年 ５月 

勉強会（参加者：単位自治会長，民生委員，福祉協力員） 

→ 地域支え合いの仕組みづくりについて，共通理解を図った。 

 

平成３１年 ３月 

勉強会（参加者：自治会連合会，地区社協，民児協，その他有志住民） 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体の概要について共通理解を図り，今後

の地域福祉の課題について検討を行った。 

 

令和 元年１１月 

関係者会議（メンバー：地区社協，民児協，老人クラブ，単位自治会長，民生委員，福祉協力員，市社協，包括） 

→ 市内の第２層協議体の取組状況について情報共有し，協議体設置に向けた進

め方について検討を行った。 

 
令和 ２年１０月 

まちづくり協議会推進委員会 

→ 第２層協議体の設置について合意形成を図った。 

 
〃 

第２層協議体設置準備会議 

 → 第２層協議体会則案，組織体制，名称等について検討を行った。 

 
     １１月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域で取り組んでいる９つの福祉サービス事業について，

現状と問題点・課題等を整理 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 災害時要援護者名簿及び安心・安全情報キットの更新 

・ サロンを開設している自治会の代表者間の情報共有を目的

としたサロン連絡会の開催（毎年開催予定） 

 

その他 
・ 第２層協議体（支え合い委員会）の会報第１号（地域福祉

サービス事業の紹介）の発行及び会員への配布 
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Ⅱ 取組事例 

 【「地域ぐるみ」で話し合う仕組みづくりの構築】 

�

 内 容： 協議体の構成団体を常任団体と関係団体に分け，テーマごとに参加団体を加えながら，地域

ぐるみで情報共有，課題の検討を行う組織体制とした。情報共有にあたっては，「地域福祉事

業調査票」を活用し，テーマの優先順位や情報の整理を行っている。 

 

【陽南地区ささえあい委員会の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉事業調査票】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 団体の垣根を超えて，地域ぐるみで各団体が行う事業の共通認識や，課題の解決に向けた連携方法な

どの検討を行うことができた。また，地域で取り組んでいる福祉サービス事業の検証を行うことによ

り，高齢者の生活支援に繋がる検討を行うことができた。 

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

自治会はもとより，地区社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会，福祉協力員会等の地域団体間で情報共

有や高齢福祉に係る議論を行うことにより協力・連携体制が整った。 

Ⅳ 今後の方向性 

地域の高齢者への支え合いに関する意向調査（アンケート）を実施し，その結果を踏まえて今後の取組の検

討を行う。 

 

各地域団体の活動内容や課題について「見える化」を行い，情

報共有，解決方法の検討を行う。 

 

検討内容（想定） 

・ コロナ禍におけるサロン活動のあり方 

・ 見守り活動における民生委員と自治会の連携方法 など 
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横川地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 いきいき会議 

 設置年月日 令和２年７月１６日 開催頻度 ６回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
○ 市社会福祉協議会 ◎ 地域包括支援センター ○ その他（ 青少年育成会 ） 

 設置方式 

 
 新規設置  既存会議活用（         ） ○ 地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成３０年 ７月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，地区社協，民児協，育成会，老人クラブ，市社協，包括）  

→ 第２層協議体の設置に向けた，今後の取組の方針について検討 

 
平成３１年 １月 

地域ケア会議 

→ 第２層協議体設置に向けたスケジュールについて検討 

 
令和 元年 ７月 

地域ケア会議 

→ 協議体設置に向けた勉強会の開催方法について検討 

 令和元年 １１月 

～ 令和２年 ２月 

     

勉強会①（参加者：民児協，地区社協，老人クラブ，民生委員，福祉協力員，介護事業者，包括，その他有志住民）  

→ 第２層協議体の概要について共通理解を図った。 

（以下，勉強会については，東・西・中央ブロックに分けて実施） 

 勉強会②（参加者：自治会連合会，地区社協，老人クラブ，民生委員，福祉協力員，介護事業者，包括，その他有志住民）  

→ 助け合い活動の体験ゲーム，地域課題に関するグループワークを行った。 

 勉強会③（参加者：勉強会②と同様） 

→ 横川地区の支えあい活動についてグループワークを行った。 

 
令和 ２年 １月 

地域ケア会議 

 → 第２層協議体の運営方法について検討 

 
      ７月 

地域ケア会議 

→ 横川地区地域ケア会議を第２層協議体に位置づけることについて合意形成 

 
〃 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターからの情報提供 

・ 各地域団体や単位自治会の取組について事例発表 

 支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）
・ 地域内の好事例に係る情報共有を通した取組の検討 
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Ⅱ 取組事例 

 【ブロック制による協議体運営】 

�
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 【「こころの健康」に目を向けた地域づくり】 

�

  「横川地区いきいき会議」にて，『こころの健康』にも目を向けた地域づくりが必要との問題提起が

なされたことから，「見守り活動」や「通いの場」の現状及び課題について意見交換を行った。 

経 緯：令和３年 ５月 保健師による「地域別データ分析」の説明（横川地区の特性，地域課題） 

            ⇒ 身体の健康だけではなく，『こころの健康』にも目を向ける地域づくり

が必要との問題提起がなされた。 

         ７月 事例を交え，『こころの健康』について意見交換 

        １１月 地域における「見守り活動」の現状と課題について意見交換 

            ⇒ 『こころの健康』を作るには，人と人とのつながりが必要不可欠との意

見が上がったことから，「見守り活動」について意見交換 

    令和４年 ５月 「通いの場」の現状について意見交換 

            ⇒ 個人宅を訪問する「見守り活動」だけではなく，「通いの場」は地域全

体の見守りの場となっていることから，「通いの場」における人と人との

つながりについて意見交換 

         ７月 「通いの場」の課題について意見交換 

            ⇒ 人が集まらない，内容のマンネリ化，リーダーへの負担など，「通いの

場」における共通の課題が導出 

         ９月 「通いの場」の広報活動や周知方法について意見交換 

        １１月 「通いの場」におけるこころと身体の健康づくりについて検討 

            ⇒ 今までの意見交換の内容から，地域包括支援センターとして「通いの場」

におけるこころと身体の健康づくりに関するプログラム提案 

    令和５年 １月 横川地区における「通いの場」マップの作成が決定 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 地区内の「通いの場」の情報を整理・共有することにより，更なる活動の充実につながる。 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

 小単位（自治会）から地区全体まで，階層的な組織体制とすることにより，各地で展開されている好事例な

どの地域情報の共有や地区全体の取組方針の周知など，地域ぐるみの活動につなげる仕組みづくりができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 各階層の第２層協議体（いきいき会議）の継続的な開催，取組事例の共有 

・ 協議体の開催を通じた地域課題の集約，具体的な取組（サロン活動，生活支援グループ等）の検討 

人口規模が大きく・自治会数も多い地域性を踏ま

えて，第２層協議体（いきいき会議）を「地区全域」

「東・西・中央ブロック」「単位自治会」と３つの階

層に分けて，活動内容や役割を整理し，地域ぐるみ

の運営を行う体制としている。 

※ コロナ禍により，「単位自治会いきいき会議」が

開催できないことから，「横川地区いきいき会議」

にて地区全体の現状や課題について話し合いを重

ねている。 
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【お問合せ】 

宇都宮市保健福祉部高齢福祉課 

地域包括ケア推進室 

 ０２８－６３２－５３２８ 


